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　今春から、斐伊川放水路事業による神戸川築堤
工事の影響で地盤沈下が発生した、現場周辺の軟
弱地盤対策工事に携わっている。「連れ込み沈下を
防ぐための鋼矢板を打設にするのですが、場所に
よっては地盤が硬くて入らなかったり、天候に左右
されて工程通りに進まなかったり、うまくいかない
ことも多くて四苦八苦しています」と苦笑する。
　現場の施工管理や発注者の立会い検査のための
資料作成などを担当。毎日のように猛暑日が続く
中、現場の作業員の安全確保も重要な任務の一つ
だ。冷風機やスポットクーラーを設置したテントを
張って随時休憩を促したり、飲み物を配ったりして
熱中症対策に注力する。
　「何もないところから物ができ上がっていくの
が、この仕事の醍醐味。現場の作業は大変です
が、年々できることが増え、ものづくりの楽しさを
より感じられるようになってきました」。ＩＣＴ測量シ
ステムなども使いこなし、効率的に業務を進めて
いる。今年は、受験資格を得た２級土木施工管理
技士の試験に挑む予定。休日は、趣味の海釣りを
楽しみつつ、勉強に費やす時間も増えそうだ。

　さまざまな問題を抱えた家が、一流建築士のリ
フォームで生まれ変わる様子を紹介するテレビ番組
を見たのが、建築業界に興味を抱いたきっかけだっ
た。「当時小学生でしたが、家の課題が解決され
て喜ばれている施主さんの姿がとても印象的でし
た。建築を通して、人に喜んでもらえるような仕事
をしたいと思うようになりました」
　現在は、松江市役所新庁舎2期工事でRKY（リ
スクアセスメント危険予防）などを担当。作業ごと
にランク付けされた危険の程度に対し、作業員全
員が具体的な予防対策を認識できる安全項目の
チェックを行う。大規模工事とあって多い日には作
業員が約60人にも及び、丁寧な気配りが求められ
る。周辺への工事の影響を確認する定期的な測量
や、進捗状況の記録撮影も担っている。
　工事には多くの協力会社が関わっており、現場
が変わって馴染みの顔と再会することも。「どの現
場に行っても学ぶことが多く、コミュニケーション
の大切さを実感しています」。趣味はカフェめぐり。
「美味しい店があれば、県境だってまたいじゃいま
す」と茶目っ気のある笑顔を見せる。
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現場でリスクアセスメント危険予防を担当
コミュニケーションの大切さを日々実感

国が発注した大型工事の一端担う
ＩＣＴシステム活用し、効率的業務を
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松江土建は、土木・建築工
事などを通じ、経営理念に
掲げる「そこに暮らす人々
の幸福を追求する」企業活
動を行っています。常に「感
謝・敬意・称賛」の心を持
ち、実践できるコミュニケー
ション力(=人間力)の高い
仲間を求めています。地域
に貢献するため、一緒に働
きませんか！
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スタイリッシュなフォルムの本社社屋 秀でた技術力やデザイン力を実感できる開放的なエントランスホール 今年創立80周年を迎えた松江土建。7月には、くにびきメッセをメイ
ン会場に大感謝祭を開催し、多くの人でにぎわった 非同族企業の松江土建。9代目平塚社長は同社の営業出身だ

4

3

2

1

252253


